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研究成果の概要（和文）：東南アジアにおけるシガテラと原因渦鞭毛藻の分布について、前者は発生した中毒事例の聴
き取りと原因魚の毒性分析、後者は沿岸浅海域における底生性渦鞭毛藻の採集と形態に基づく分類により調査をした。
シガテラは東南アジア各地で発生したと言われていたが、原因毒まで精確に調べた例がなく、2014年7月にホーチミン
で発生した食中毒の原因魚にシガトキシンを検出でき、初めてシガテラ発生を確認しえた。有毒渦鞭毛藻のGambierdis
cus属やOstreopsis属は調査を行ったタイ湾、南シナ海沿岸域に広く認められた。発生量はいずれも極めて少なく、広
い海域に分布していたため、広域化の有無は確かめられなかった。

研究成果の概要（英文）：Occurrence of ciguatera fish poisoning was analyzed by observation of poisoning 
symptoms and toxin analysis of causative fish meats. Distribution of ciguatera causative dinoflagellates 
was also observed through sampling of benthic species at various coastal areas in the Gulf of Thailand 
and South China Sea. Ciguatera has been told to occur various places in Southeast Asia, but most of them 
have no confirmation of presence of ciguatoxin, and different types of poisonings, judged by symptoms, 
were called as ciguatera. But we could confirm ciguatera occurrence, i.e. presence of ciguatoxin, for a 
case of poisoning occurred in Ho Chi Minh City, Vietnam in July 2014. This is the first confirmed case in 
Southeast Asia. Toxic benthic dinoflagellates belonging to the genera such as Gambierdiscus and 
Ostreopsis, were found widely at most of sampling stations in the Gulf of Thailand and South China Sea. 
But cell number were quite low and their geographical expansion was not confirmed.

研究分野： 水圏環境学
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１．研究開始当初の背景 
 シガテラは熱帯・亜熱帯のサンゴ礁に生息
する魚を摂食することにより起こり、患者は
年間数万人といわれている食中毒である。た
だ、不思議なことに東南アジアでは発生の報
告が少なく、原因とされる底生性渦鞭毛藻類
の分布も調査されてこなかった。近年、東南
アジアにおける赤潮や有毒プランクトンの
発生が多く報告されるようになってから、海
産魚による食中毒もしばしば報告されるよ
うになってきた。しかし、その報告にある症
状からはシガテラでなく、パリトキシンなど
別の毒による中毒と推定されるものも多く
含まれ、東南アジア域で本当のシガテラ中毒、
すなわちシガトキシンによる食中毒の発生
を確認すること、およびシガトキシンを生産
する原因の Gambierdiscus 属の渦鞭毛藻の
分布様態と広域化の有無を確認することが、
今後のシガテラ発生を予測するうえで急務
であった。また、同時に Gambierdiscus 属の
み な ら ず 、 Ostreopsis, Prorocentrum, 
Amphidinium 属などの有毒被疑種の分布に
ついても今までの東南アジアにおける分布
や生態に関する情報がないため、併せて調査
をすることが必要であった。 
 
２．研究の目的 
これまでにわが国のみならず東南アジア

の広い海域に分布を広げてきているシガテ
ラおよび関連食中毒の原因となる底生性渦
鞭毛藻について、 

(1) Gambierdiscus toxicus や Ostreopsis spp.
などの分類を確定するため、タヒチ、沖縄、
タイなどの原記載地から培養株を作り、形態
と分子系統について解析する、 

(2) 東南アジアなど西太平洋各地で発生し
ている G. toxicus などの培養株を現地の研究
者とともに作成し、それらを形態、分子系統
学的解析に比較検討し、模式種と比較して原
因種を確定する、 

(3) シガテラの発生報告のあるフィリピン、
ベトナムなど東南アジア海域においては中
毒事例の収集を行い、中毒の原因となった魚
体を可能な限り入手して、そこに残存する毒
の定量分析に努める、 

(4) 発生量の調査を行い、その海域のシガ
テラ毒魚の分布と発生との関係について情
報を集め、シガテラ中毒発生機構を考察する。 
これらによって、シガテラの発生と広域化防
止に役立てる、ことを目的とする 
 
３．研究の方法 
 以下の各項目を東南アジア各国の研究協
力者と共同して行う。 

(1) タイ湾のチャン島、ベトナムのハイフ
ォンやニャチャン、フィリピンのマニラ湾な
どにおいて、国外研究協力者とともに、底生
性と浮遊性の渦鞭毛藻類を採集して、その試
料中のシガテラなど魚類食中毒の原因とな
る可能性のある Gambierdiscus や Ostreopsis 

属の種を分類同定する。形態が酷似する種は
天然試料から培養株を作成し、形態学的手法
と分子生物学的手法を併用して分類学的位
置を確定する。また、Gambierdiscus toxicus
や Ostreopsis siamensis、O. ovata など分類学手
地位置に疑義のある有毒種については優先
的に分析を行う。 

(2) 有毒底生性渦鞭毛藻類の分布量の調査
結果から、分布特性を調べ、さらに広域化の
有無やその機構を検討する。 

(3) シガテラの発生報告のあるフィリピン、
ベトナムなどで、現地の研究協力者に依頼し
て海産魚による食中毒事例を調べ、シガテラ
のように魚体に蓄積された自然毒が原因で
ある可能性がある場合には、その摂食東南ア
ジア海域においては中毒事例の収集を行い、
中毒の原因となった魚体を可能な限り入手
して、そこに残存する毒の定量分析を行う。
これによって、シガトキシンによる中毒（シ
ガテラ）の発生を確認する。 
 (4) シガテラの発生と広域化防止に役立て
ることを目的として、本研究で得られた科学
的知見を入れて、シガテラに関する解説冊子
を各国研究協力者と共同で作成し、印刷配布
する。 
 
４．研究成果 
 当初シガテラ原因毒の生産性が確認され
ている Gambirediscus toxicusについて、そ
の原記載地である仏領ポリネシアGambier諸
島に赴き、培養株を作成して同属の分類学的
混乱を解決する予定であったが、現地との調
整中に政情不安による渡航取りやめを現地
研究協力者から勧められたため、同種と同様
に重要な有毒底生性渦鞭毛藻であり、タイ湾
に原記載地のある Ostreopsis siamensis と
日本に原記載地の O. ovata に重点種を切り
替えて調査を行った。調査は 2013 年に沖縄
の石垣島川平湾、2014 年にタイ湾のチャン島
の南部沿岸域で行った。 
 Ostreopsis siamensisは褶曲した横溝のあ
る側面観、および鎧板の模様と細胞の大きさ
を基準に、Schmidt(1901)による原記載と同
一の特徴をもつ個体をチャン島で採集した
試料から確認した。そしてその個体の培養株
を作成し、分子遺伝学的解析に供した。その
結果、今まで Ostreopsis cf.ovataという名
称でタイ湾と南シナ海から報告されている
種と同一の特徴をもつことがわかった。すな
わち、この Ostreopsis cf.ovataとされてい
る種を改めて Ostreopsis siamensis として
記載しなおす必要があることが示された。ま
た、Ostreopsis ovataについては外形と大き
さから判断できたが、分子遺伝学的特性に株
間の差異が大きく、確定することができなか
った。 
 Gambierdiscus属やOstreopsis属などの底
生性渦鞭毛藻の分布に関しては、フィリピン、
タイ、ベトナム、インドネシア、マレーシア
などの 15 か所で調査を行ったが、いずれの



場所でも付着基質 10 グラム当たり数個体ず
つ発見観察することができた。生きているサ
ンゴ表面や動物体表面には付着は見られな
かったが、海藻、死サンゴや礫の表面から発
見され、基質特異性は見られなかった。また、
地域による分布種と量的な差異はほとんど
なかった。そのため、これらの種はすでに広
い海域に発生しており、最近広域化したもの
ではないと考えられた。 
 シガテラ中毒発生の実態については、東南
アジアのいくつかの国で聞き取り調査をし
た結果、フィリピン 360 例、ベトナム 132 例
など多数例が発生しているとされたが、どの
発生事例も原因毒の化学的分析がなされて
おらず、患者の症状の確認も曖昧であったた
め、シガテラと確認するに至らなかった。他
の東南アジア諸国の報告例も全く同様で、化
学的に精確なデータなしにすべてシガテラ
とされている現状がわかった。ただ、地域に
より死亡例の発生頻度や、温度感覚の逆転な
どの典型的シガテラ症状の認められる頻度
が異なることもわかり、原因魚類に含まれる
毒成分とそれをもたらす有毒渦鞭毛藻の組
成が地域により異なること、さらに魚種によ
る毒の摂取・蓄積能に差異が大きいことが推
定された。特に、オストレオシン、オヴァト
キシンやパリトキシンによる中毒もシガテ
ラに含められていることが、症状解析からわ
かった。これらのことから、シガテラ研究に
おいて、サンゴ礁域に生息するフエダイなど
を採集して毒分析するとともに、中毒発生時
に摂食した魚体を確保して、毒物質を確認す
ることが重要と考えられた。 
 サンゴ礁の天然魚はベトナム南部沿岸域
で繰り返し入手し、毒性分析を行ったが有毒
種は認められなかった。しかし、2014 年 7月
にベトナムのホーチミン市でフエダイによ
る食中毒が起こり、8 名の患者がでた。その
症状がシガテラに酷似していたため、患者の
食べ残しを入手して、日本の水産総合研究セ
ンター中央水産研究所で LC/MS/MS を用いて
分析した結果、シガトキシン 1Ｂを主成分と
する毒物質が確認できた。この確認は東南ア
ジアで初めてシガテラを科学的にものとい
える。また、シガトキシン 1Ｂを毒主成分と
するシガテラは太平洋島しょ域に多く発生
しているので、南シナ海ベトナム沿岸のシガ
テラ毒魚は太平洋域に分布する毒魚と同一
の系群に属し、インド洋のものと異なると考
えられた。 
 シガテラに関する解説冊子は、英文原稿を
まず作成し、それをタガログ語、タイ語、中
国語、ベトナム語、マレーシア語にほぼ翻訳
を終えたところであり、UNESCO/IOC/WESTPAC
のホームページに掲載するように手続きを
行っている。 
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